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3. 2. Wallace のテクストを読むフレームワーク











































日本生涯学習総合研究所 テクストの理解 思考 表現
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＊ St. 1 は小学校第 1・2 学年，St. 2 は同第 3・4 学年，St. 3 は同第 5・6 学年
【図1】国語科CRにおける読解プロセスとフレームワーク
























































































5 つのねらい 2 年 3 年 4 年  5 年 6 年
A  なぜこのテクストが生まれたのかを考える。 ×  ×  ×  ×  ×
B  ねらいに応じたどんな表現の工夫があるかを考える。  ○  ○  ○  ○  ○
C  ほかの書き方はできないかを考える。 ×  ×  ×  ×  ×
D どのような人が誰に向けて書いたテクストかを考える。  △  △  ○  △  △
E  書き手が伝えたかったことは何かを考える。  ×  ×  ×  ×  ×



















調査校 実施教材 対象 実施方法
福山市立 A 小学校 第 2 学年から第 6
学年まで A・B 案
2 年生から 6 年生まで A









あったときのみ対応。児童によって A 案，B 案のどち
らかを指定して実施。A 案 5 人，B 案 7 人。児童一人
一人の取り組む態度の記録された一覧メモあり。







5. 3. 1. 第 6 学年「新聞の投書を読み比べよう」〈改編した教材〉
現行の教材は，スポーツとどう向き合うかをテーマにリレーする4人の投書が掲載されている。また，
それを読んで自分の考え方をまとめることを目標とした手引きが設定されている。身近なテーマでは
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《分析》
筆者の立ち位置をふまえたり，テクストの表現の工夫を認識したりすることを目指す設問である。結果的に，▼ 1 では「構成」


































▼ 4，▼ 5 については自分を起点に判断しそれに理由を添えるだけの問題である。したがって，他者の立場に立つ必要も無く，
難度は高くないと思われた。実際に無解答はあまり見られなかった。
▼ 6，▼ 7 については，自分の視点から離れ自分の考え方をメタ化して省察することをねらった設問であるが，無答率（▼ 6，





























































▼ 6，▼ 7 を削除
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Abstract:
In Japanese language education, the standard method of teaching critical reading lacks the concept of reading 
texts within a social and cultural context. As a result, reading cannot be a social practice. Under these 
circumstances, this research newly introduces a teaching method and a curriculum of critical reading in Japanese 
language education (hereinafter referred to as “Japanese CR” ), discusses Japanese textbooks currently used in 
primary schools, and proposes the reform of teaching materials and the teaching guide. The reformed materials 
and guide were piloted in primary schools to develop recommendations for further revision.
The results imply that primary school learners fundamentally understood the reading comprehension process, but 
were not proficient in deduction. Furthermore, learners did not provide satisfactory answers to questions based on 
the framework of Japanese CR. Further research is still needed to refine the teaching method, allowing learners to 
learn Japanese language within a social and cultural context.
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